
コンパクト衣類乾燥機
取扱説明書
KJZ420619

品質保証書付

	■ この度はお買い上げいただき、誠にあり
がとうございます。
	■ 正しくお使いいただくため、ご使用前に
本書を必ずお読みください。読み終わっ
た後も大切に保管してください。
	■ ご使用中は必ず本書をお手元に置いてく
ださい。
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安全上の注意
	● ここに示した内容は、製品を安全に正しくお使いいただき、ご使用になる方及び他の人々への危害や、
財産への損害を未然に防止するためのものです。
	● 表示と意味は、次のようになっています。

 警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負うおそれがある内容を示して
います。

 注意 誤った取り扱いをすると、人がけがをしたり、物的損害が発生するおそれがある
内容を示しています。

     禁止 禁止を示す記号です。具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示し
ます。

     指示 必ず行うことを示す記号です。具体的な指示内容は、図記号の中や近くに絵や文
章で示します。

 警告

分解禁止
分解・修理・改造しないでください。火災・感電・けがの原因になります。

電源プラグのほこりは定期的に取ってください。ショートして火災の原因になります。

プラグを抜く

異常・故障時にはすぐに使用を停止し、電源プラグをコンセントから抜いてください。
•	煙が出ていたり、変なにおいがするとき
•	電源プラグやコードが、変形・変色・損傷しているとき
•	電源プラグやコード、本体が異常に熱いとき
•	電源コードを動かすと通電したりしなかったりするとき

ぬれ手禁止
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。

衣類乾燥以外の用途（暖房など）に使用しないでください。やけどや火災の原因になります。

電源コードは束ねたまま使用しないでください。発熱して火災の原因になります。

交流100Vのコンセント以外では使用しないでください。火災の原因になります。

油や引火物が付着した衣類、引火の可能性のある衣類を乾燥しないでください。火災の原因
になります。
•	食用油、機械油、ドライクリーニング油、美容オイル、灯油、ガソリン、シンナー、アル

コールが付着した衣類
•	セルロース系樹脂（スポンジなど）、ポリプロピレン繊維（ふとんの中綿など）
•	ビニール袋など

電源コードや電源プラグが破損していたり、コンセントの差し込みがゆるいときは使用しな
いでください。火災・感電の原因になります。

 警告
子供など不慣れな方だけで使用したり、幼児の手の届くところで使用したりしないでくださ
い。

電源コードを破損させたり、加工したりしないでください。火災の原因になります。
•	傷つける、無理に曲げる、引っ張る、ねじる、重いものを載せる、挟み込むなど

水ぬれ禁止
本体を水につけたり、水をかけたりしないでください。火災の原因になります。

水ぬれ禁止

湿気の多い場所、風雨にさらされる場所では使用しないでください。浴室で使用する場合は、
浴室内が完全に乾いていることを確認してください。

引火物や火気の近くで使用しないでください。火災の原因になります。
•	殺虫剤や化粧品などのスプレーの舞う場所
•	油煙やほこりの舞う場所
•	暖房器具のそば

付属の乾燥カバーを他の機器に使用したり、付属の乾燥カバー以外のものを取り付けて使用
したりしないでください。火災の原因になります。

接触禁止

乾燥運転中や運転直後は、乾燥した衣類は熱くなっている可能性があるので、触らないでく
ださい。

屋外で使用しないでください。

使用後、折りたたみや収納は十分に冷めてから行ってください。

他の機器と併用するときは、コンセントや延長コードなどの定格を超える使い方をしないで
ください。

本体に乗ったり、振り回したりしないでください。破損して火災・感電の原因になります。

 注意
耐荷重を超える衣類を吊り下げないでください。

十分な強度のあるところに吊り下げてください。

熱に弱い素材に吊り下げないでください。

電源プラグを抜くときは、コードを持たずに、必ずプラグを持って引き抜いてください。コー
ドが破損して、火災や感電の原因になります。

運転中に持ち運ばないでください。

本製品にぶら下がらないでください。
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各部の名称 注意

プラグを抜く
お手入れは、電源プラグを抜いて、十分冷めてから行ってください。

革・合皮・ビニールなどの靴やブーツを乾燥しないでください。変形・変質・傷みの原因に
なります。

しずくのたれるような衣類を入れないでください。床ぬれなどの原因になります。必ず脱水
後の衣類のみ入れてください。

プラグを抜く
運転終了後は、電源プラグをコンセントから抜いてください。

本製品を吊り下げない状態で、電源プラグをコンセントに差し込まないでください。突然運
転が始まって、火災の原因になることがあります。

本製品は家庭用として設計されています。業務など家庭用以外で使用しないでください。

熱に弱い家具や壁などの近くで使用しないでください。家財の変色・変形などの原因になり
ます。

デリケートな衣類は注意して扱ってください。
•	温風運転し過ぎない
•	色ものは、色移りしないように、他の衣類との接触を避ける
•	熱に弱いアクセサリー類は取り外す
•	自然乾燥が指定されている衣類は入れない

乾燥中は常夜灯を長時間点灯させないでください。衣類の変色の原因になる場合があります。

せまい場所や空気が循環しないような場所で使用しないでください。また、吸気口・吹き出
し口・排気口をふさがないでください。過熱して火災の原因になります。

カーテンや衣類など、可燃物の近くで使用しないでください。

吸気口がほこりなどで目づまりした状態で使用しないでください。過熱して火災の原因にな
ります。

使用上の注意
	● 本製品は、必ず乾燥カバーを取り付けて使用
してください。
	● 高温・多湿の場所では使用しないでください。
故障・劣化の原因になります。

	● ラジオやテレビに近づけないでください。ラ
ジオやテレビにノイズが入る場合があります。
	● 本製品や梱包材を廃棄するときは、お住まい
の自治体の取り決めにしたがって処理してく
ださい。

	■正面

	■背面

吊り下げフック

吊り下げフック
（折りたたみ状態）

操作パネル

吸気口

乾燥カバー
取り付け溝

常夜灯

電源コード電源プラグ

本体

ふた

吹き出し口

ハンガーかけ
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	■乾燥カバー

	■操作パネル

使用の前に
	■取り付けかた
※	必ず最初に乾燥カバーを取り付け、吊り下
げて使用してください。

本体を逆さにし、ふたを開いて、電源コー
ドを取り出します。

ふた

電源コード

乾燥カバーの取り付けフレームを本体の
溝に差し込み、取り付け金具（4か所）が
カチッとはまるまで押し込みます。
	●乾燥カバーは、ファスナーのある側を前に
向けてください。

取り付け金具
（4か所）

ファスナー
（前に向ける）

1

2

本体の吊り下げフックを起こし、ハン
ガーパイプなどに吊り下げてください。
	●吊り下げるハンガーパイプは十分な強度が
あるものにしてください。

※	パイプ径が3cm以上のハンガーパイプには
吊り下げできません。

※	本体が斜めや逆さまになっていないことを
確認してください。

※	乾燥カバーが床につかない高さに吊り下げ
てください。

※	乾燥カバーが十分に広がっていることを確
認してください。

※	壁には吊り下げないでください。

 注意
せまい場所には吊り下げないでく
ださい。吸気口・排気口がふさが
れると、過熱して火災の原因にな
ります。

3

ファスナー

タイマー
ボタン

タイマー
ランプ

運転
ボタン

運転モード
ランプ

常夜灯
ボタン

常夜灯点灯
ランプ

取り付けフレーム

取り付け金具（4か所）

排気口
（側面4か所）
（底面2か所）



98

使いかた	■乾燥する衣類を確認する
次のような衣類は本製品では乾燥できません。
•	 以下の洗濯表示のあるもの

次のような衣類は、温風モードでは乾燥でき
ません。
•	 以下のような洗濯表示のあるもの

ド ラ イ ド ラ イ

セキユ系

ドライ

•	 変色や傷みの原因になる衣類
絹製品、皮革製品、毛皮製品
•	 直接アイロンがけできない、熱に弱い衣類
毛織物、ウール製品、レース編み製品、ポ
リウレタンを使った製品
•	 縮みの気になる製品
麻、再生繊維（レーヨン）などを使った衣類、
ニット織の衣類
接着剤で取り付けたワッペンや、発泡プリ
ントの付いた衣類

 警告

食用油、動物性油脂、機械油、ド
ライクリーニング油、アロマオイ
ル、パーマ液、ベンジン、シン
ナー、ガソリン、樹脂（セルロース）
などが付着した衣類は、洗濯後で
も絶対に本製品に入れないでくだ
さい。
油の酸化による、自然発火や引火
の原因になります。

次のような衣類を乾燥するときは注意してく
ださい。
•	 色物などは色移りすることがあるので、他
の衣類に触れないように注意してくださ
い。
•	 厚手のものは内側が乾きにくいため、途中
で裏返してください。
•	 温風で乾燥できない衣類を冷風で乾燥する
場合でも、風合いが損なわれないよう取り
扱いに注意してください。（半乾燥で取り出
すなど）
•	 防水製品を冷風で乾燥する場合は、内側が
乾きにくいので途中で裏返してください。
また、防水の構造によっては、本製品では
乾燥できないことがあります。

乾燥カバーのファスナーを開いて、本体
のハンガーかけを立てます。

ファスナー

ハンガーかけ

ハンガーにかけた衣類をハンガーかけに
吊り下げます。
	●ハンガーは最大9個かけることができます
が、衣類と衣類の間に風が通るように、厚
手のものの場合は吊り下げる数を減らして
ください。

1

2

※	温風モードで使用する場合は、プラスチッ
ク製のハンガーの熱による変形に注意して
ください。
また、金属製のハンガーを使用する場合は、
熱くなるため、やけどに注意してください。

一度に乾燥できる目安（組み合わせの例）
Tシャツ×1、ワイシャツ×1、
トランクス×1、くつ下×１足、
ハンドタオル×1

※	衣類の合計が10kgを超えないようにしてく
ださい。

※	2時間のタイマー運転で乾燥できるおよその
目安です。（室温20℃／湿度65％ RH）

ファスナーを閉じ、電源プラグをコンセ
ントに差し込みます。

運転ボタンを押して運転モードを選びま
す。
	●運転ボタンを1回押すと、最初は送風モー
ドで連続で運転します。
	●運転ボタンを押すたびに、以下の通り運転
モードが切り替わります。

（送風モード）（温風モード）（運転停止）
消灯

	■運転を停止するには
	●運転が停止するまで、運転ボタンを何回か
押してください。

	●連続運転中は8時間で、タイマー運転中は
設定した時間が経過すると、運転が停止し
ます。
	●温風モード運転中は、停止後も、冷却のた
め15秒間送風運転を行います。

3

4

	■タイマー運転
	●運転を開始すると、連続運転になり、8時
間で運転が停止します。
	●タイマーボタンを押すと、次のように時間
（ランプの点灯）が切り替わり、タイマー運
転がスタートします。設定した時間が経過
すると、運転が停止します。
	●タイマーを解除するには、タイマーボタン
を1秒間長押ししてください。

（1時間） （2時間） （3時間）

（連続運転） （4時間）

（7時間） （6時間） （5時間）

	■常夜灯
	●ライトボタンを押すと、常夜灯が点灯しま
す。
もう一度押すと、常夜灯は消灯します。
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	■折りたたみかた
使用後、乾燥カバーを取り付けたまま折りた
たんで保管することができます。
電源プラグをコンセントから抜き、本体
をハンガーパイプから取り外します。
本体を逆さまにし、乾燥カバーを丸める
ように折りたたんで、本体内に収納しま
す。

電源コードも収納し、ふたを閉めます。

1

2

3

お手入れ・保管

 警告

お手入れは、必ず電源プラグをコ
ンセントから抜き、本体が十分冷
めた状態で行ってください。
本体を水につけたり、水をかけた
りしないでください。

※	ベンジン、シンナー、みがき粉、研磨剤入
りナイロンたわし、金属たわし等は、傷・
変色・ひび割れ等の原因となるので使用し
ないでください。

	■本体のお手入れ
	●柔らかい布で拭いてください。
※	汚れがひどい時は、水でうすめた台所用中
性洗剤をしみ込ませた布で拭き、水でぬら
してよくしぼった布で洗剤分を拭き取って
ください。
	●吸気口・吹き出し口まわりのほこりを取り
除いてください。

	■乾燥カバーのお手入れ
	●汚れたら、本体から取り外し、洗濯してく
ださい。
	●水またはぬるま湯（40℃以下）を使用し、手
洗いで洗ってください。
	●洗濯後は、日陰で吊り干ししてください。
※	漂白剤は使用しないでください。
※	ドライクリーニング・アイロンがけはでき
ません。

※	汚れがひどい時は、あらかじめ汚れを拭き
取ってから洗濯してください。

	■保管
	●保管するときは、高温・低温を避け、ほこ
りや湿気のない場所にしてください。
	●湿気を含んだまま保管すると、乾燥カバー
にかびが発生することがあります。
	●乾燥カバーは、かびの発生を防ぐため、定
期的に広げて干してください。

故障かなと思ったら

症状 考えられる原因 対処方法
運転しない 電源プラグがコンセントにしっ

かり差し込まれていません。
電源プラグをコンセントにしっかり差し
込んでください。

運転ボタンを押していません。 運転ボタンを押して、送風または温風の
モードを選んでください。

送風されない 吸気口がふさがれています。 吸気口をふさいでいるものを取り除いて
ください。ほこりなどが溜まっていたら
掃除してください。

乾燥カバーがぐらぐらす
る

乾燥カバーがしっかり取り付け
られていません。

乾燥カバーの取り付けフレームを本体の
溝に差し込み、取り付け金具（4か所）がカ
チッとはまるまで押し込んでください。

ふたが閉まらない 乾燥カバーがふたに挟まれてい
ます。

乾燥カバーを丸めて、本体の取り付け溝
の内側に納めてください。また、電源コー
ドも同様に納めてください。

運転中に運転ボタンを押	
して停止しても、すぐに運
転が終了しないことがある

温風運転中に停止しました。 温風運転中は、冷却のため約15秒間送風
運転をしてから停止します。

衣類が乾きにくい 洗濯時に十分脱水されていませ
ん。

洗濯機で脱水してから本製品で乾燥して
ください。

厚手のものや防水性のものを乾
燥しています。

厚手のものや防水性のものは、途中で裏
返してください。また、ポケットやファ
スナーはできるだけ開けてください。

衣類を入れすぎています。 衣類同士がくっつかないように干してく
ださい。

仕様
品番 KJZ420619
電源 100V、50/60Hz
消費電力 600W（温風運転時）
温風温度 約70°C
運転時間 8時間（自動オフ）
タイマー 1〜7時間（1時間刻み）
外形寸法（本体） W290×D221×H115mm
外径寸法（乾燥カバー） W480×D180×H1,000mm
質量（乾燥カバー含む） 約1.3kg
電源コード長 約1.5m
耐荷重 約10kg
※	数値は当社測定値です。（定格を除く）
※	本製品の仕様は、改善・改良のため、予告なく変更することがあります。
※	本書に使用されているイラストと実際の商品では、一部異なることがあります。



発売元：株式会社ケイジェイシー
〒140-0001 東京都品川区北品川1-10-4

カスタマーセンター   0120-415-553
年末年始・長期連休期間を除く9:00-17:00
※土日祝は電話がつながりにくい場合があります

お問い合わせは
こちら

商品詳細は
こちら

品質保証書
保証規定
1）	 一度ご使用した製品は、原則としてお取替えできません。
2）	 保証期間は正常な使用状態において、お買い上げの日から1年間です。
3）	 万が一、保証期間中に故障や異常が生じた場合は、無償で修理または交換をいたします。お
電話にて弊社カスタマーセンターにお問い合わせください。

4）	 製造上の不備が原因の場合は無償で修理または交換させていただきます。
5）	 その他の場合は適正な価格にて修理させていただきますので予めご了承ください。
6）	 製造中止後の製品については必要部品の在庫がなくなった場合、修理できない場合があります。
7）	 保証書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
8）	 保証書は再発行いたしません。大切に保管してください。

製品名 コンパクト衣類乾燥機

保証期間 お買い上げより1年間（ただし保証規定による）

お客様

お名前

ご住所 〒      　　　　　　　　TEL

販売店

店名

住所 〒      　　　　　　　　   TEL

保証期間内でも以下の項目に該当する場合は、保証の対象外となり、有償での修理となります。
●素材の経年劣化や摩耗による損害など製品の寿命 ●お客様による分解、修理、改造を行った場合 ●
取扱説明書で禁止されている取り扱いによる故障 ●不慮の事故による製品の故障 ●他社製品との組
み合わせによる故障 ●火災、塩害、ガス害、地震、風水害、落雷、腐食、異常電圧およびその他の天災地
変による故障および損害 ●一般家庭以外（例えば業務用、船舶など海上）で使用された場合の故障お
よび損害 ●お買い上げ後の輸送、落下やその他衝撃による部品の変形や破損 ●保証書にお買い上げ
年月日、販売店名などが記入されていない場合および保証書の記載内容又は字句が書き直されている
場合 ●修理依頼の際に保証書が添えられていない場合

※	お買い上げ後、製品名・お買い上げ日・お客様名、販売店名を直ちにご記入願います。


